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2C23 国家プロジェクトの 特許分析による 追跡調査 

0 尾田秀直，小松秀雄， 武澤 泰 ， 原 陽一郎 ( 東レ経営所 ) , 武富典子 ( 東京 創研 ) 

本 講演要旨は、 NEDO から ( 株 ) 東レ経営研究所が 平成 1 4 年度事業として 受託した「研 

究開発等に関する 追跡調査」の 成果をとりまとめたものであ る。 

1 , 調査の目的、 背景 

より効率的且つ 効果的に研究開発を 推進するためには、 各研究開発プロジェクトに 関する 

各種データ及びプロジェクト 終了以降の成果等に 関するデータを 、 誰もが使いやすい 形で 蓄 

横 し、 活用していくことが 重要課題となっている。 そこで、 本調査研究においては、 環境調 

和型技術開発室の 5 プロジェクトを 対象として追跡調査を 行い、 当該事業で得られたアウト 

カムについて 分析を行い、 当該事業のみならず、 NEDO 事業のアウトカムを 追跡調査、 分 

析評価するための 着目 点 、 調査項目、 定量的な分析指標等についても 検討・提言を 行った。 

対象 5 プロジェクト ①「高機能化学合成バイオリアクター 研究開発」 

②「士分解性プラスチック 研究開発」 

③「循環型 PET ボトルリサイクル 技術」 

④「エネルギー 使用合理化フロン 分解処理技術開発」 

⑤「 廃 電気・電子機器起源プラスチック 等リサイクル 技術開発」 

2. 研究開発プロジェクトの 追跡調査 

(1) 調査の内容と 力法 

各研究開発プロジェクトの 追跡調査   分析・評価は 図表 1 のステップを 踏んで行った。 

また、 調査 1 貫目と調査方法との 関連は図表 2 のとおりであ る。 

図表 1  追跡調査のステップ 
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図表 2  追跡調査の内容と 方法との関連 

調査方法 ヒアリンバ調査 公開 
ヰ奇古年 ャ 音幸艮 

実施 参 加 有識者 検索 検索 
鯛圭 すべき項目   機関 研究者 分析 分析 

研究開発の継承・ 展開の状 ⑥ 。 ⑥ 。 
  3 品 

成果の事業化と 直接的経済 ⑥ 。 。 
効果 
産業界への間接的経済効果 ⑨ 

研究者の育成の 効果 。 ⑨ 
  

波及効果，関連市め （ の 。 仁 》 。 。 

影雙   
プロジェクトの 意仮 。 。 。 

注 ．⑥成果 大 ， 0 成果あ り 

(2) 本 追跡調査の特徴であ る特許調査・ 分析 

研究開発の継承、 発展の状況をプロジェクト 終了後の特許出願状況から 調査・分析した。 

図表 3  特許出願状況の 調査・分析の 手順 
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3.  評価の方法 

① 評点 法 ・レーダー チ ヤートによる 表示の提案 

研究開発プロジェクトの 成果の特徴を 示す方法として 評点法を提案し、 図表 4 のレーダ 

ー チ ヤートによる 表示を試みた。 

図表 4  評点 法 ・レーダーチャート 
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② 間接的経済効果の 評価・ BETA 法の提案 

図表 5  BETA 法の概要 

4 つの要素 4% 乗 の 臆棄仮 枯荻在位 由 甘の ゴ百按 神授への *t 化 よる 告 
田こ盤す翻毎廣 必 要素八の * 帯の授 億 Ⅰ 憶 

しない りに 字 
ほ Ⅰ 技 荷前 亜 *( Ⅰ 卦 Q1T Q2T 

甘菜 何妄笘 挿句 Q1C Q2C 

伍担   マネダルト 曲 提案 Q10M Q20M 
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人的 寅 河め 要案 (WW 棚 

甘の 

グ億 Ⅲ 日 枝折に対する 妨 *).CE(g 棄に対する 劫 *).O Ⅱ E(0 億・マネジメントに 対する 妨 *) 

Ⅰ ま撃 
Ⅰ売り上げ x 付和仁 且車 xo]x02 

  WE( 人的 黄汀に 対する劫末 )=* プロジ りト にⅠ如した枝折 吉笘 の 俺接 Ⅹ平均文台   

ム A 
@ 廣接 的効果の舞舞 'E"'"+ 。 。 + 。 " 。 +w 。 

ヰ S ム によるⅠ つの 4 つのⅠみによる 接辞 
; 俺接 坤軸其の描 涛妨串ヰ低 イプロツ ま ウト 軽     

技 珠への 憶コ @Q れ 在位への 接 Ⅰ (Q Ⅱ 

3. 評価結果の総括 

( 1) 特許検索による 継続・継承研究 

本調査を始めるに 際して仮説として 想定していた 次の関係は、 本 追跡調査の範囲においても、 

成り立っことが 確認された。 

プロジェクト 終了後、 その企業独自の 継 
あ る企業が継承研究 承 研究が存在する ヘノ その企業はプロジェ クトの研究開発成果 

に 対応する特許出願 を 実用化、 事業 ィヒしよ 
な 行っている ぅと 考えている 

(2) 社会経済効果の 評価 ( 評点 法 ) と間接経済効果 (BETA 法 ) 

図表 6  NEDO の 5 プロジェクトの 評価結果 

    

  社会・経済効果の 押伍 (W 点 法 ) l 

軽涛妨秦 社会 妨爪                 健全 押伍 
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金額 経済効率 

軸柑舶 「 5  8% る 
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  艶鮭 67% 
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而牡援 " 拳 " イ " 。 " 。 。 " PET ヲがト 1 トリサイクル 
援億捉 * プラス 尹 ，リサイケル 

  

佳涛 ・社会 妨 よの % 台Ⅱ卓二 9/30 ヰ Ⅰ不能 億涛 ，社会 妨 よの % 台Ⅱ六二 l5/30 
軽済 ・ 杜 全功 果 の億台 秤六 二 l3/30  &*. 社会効果の % 台秤六二 l6/30 

(4)  総括 

①これら 5 件のプロジェクトは、 いずれもがエネルギⅠ環境問題等の 社会的課題に 対応 

する技術開発として 設定された。 その結果として、 5 件のプロジェクトのいずれもが 何 

らかの形で事業化、 実用化に繋がり つ っあ る。 しかし、 これらの成果の 経済効果、 社 

会 効果は必ずしも 高くない。 その原因には、 具体的なターグッ ト 設定が結果として 妥当 

でなかったことが 挙げられる。 また、 プロジェクト 終了後の経過時間が 短く、 成果が 

十分に出ていないということも 考えられる。 

②基盤的あ るいは大きな 事業に関わる 技術開発は、 間接的経済効果が 大きい傾向があ る。 

③特許検索によって 継承研究の確認は 可能であ った。 継承研究の存在は 成果の事業化、 実 

用 化に繋がる可能性が 極めて大であ る。 ただし、 検索された特許が 継承研究に該当す 

るかは専門家のチェックが 不可欠であ る。 

④間接的経済評価法 BETA 法は実績を積んで、 信頼性を高めるべきであ る。 

⑤追跡調査の 手順の提案 

図表 8  追跡調査の手順の 提案 

継承研究がないと 継承研究があ ると 
判断される企業 判断される企業 
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